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研究背景・目的

結索機の概要

型について

カメラによるCNT紡績糸の検出

糸通過シミュレーションの提案

実験方法

空気抗力

実験値

比
較

シミュレー
ション値

実際の型と同質のアクリル
製の円筒を用いて摩擦力
測定を行い糸と方との摩擦
係数を測定
→摩擦力を算出

摩擦力

シミュレーションは以下の空気抗力，流速分布，摩擦力を考慮して
糸に働く力を算出

実験結果

型内部の流速分布をCFD解析を行って計算し，糸通過部分の流速を空気抗力に反映させる流速分布

★型Cについて実験値とシミュレーション値の比較を以下に示す．なお，実験はCNT
以外に太さや曲げ剛性の異なる糸についても行っている．

シミュレーションによって実験値
と近い値を算出することが出来
た．CNT紡績糸にいたっては
97.5％の精度であった．

シミュレーションによって糸に働
く力を算出可能である

型通過の可否は曲げ剛性を考
慮して行う予定である


